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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成24年9月6日(2012.9.6)

【公表番号】特表2012-501410(P2012-501410A)
【公表日】平成24年1月19日(2012.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-003
【出願番号】特願2011-524130(P2011-524130)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ   9/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ   9/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月17日(2012.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸受カバー（３）に加えて軸受ブロック（２）を備える分割軸受装置用の軸受カバーで
あって、
　軸受装置（１）が組み立てられた状態にあるときに軸受ブロック（２）の協働取付面に
対向する取付面（５）を有し、少なくとも一つの突起（７）が、取付面（５）に備わると
共に、軸受ブロック（２）の協働取付面（６）に押される取付面（５）から突出する軸受
カバー（３）において、
　少なくとも一つの突起（７）は、取付面上で突起（７）の長さ全域に渡って変化する断
面（９）を有し、突起（７）は取付面（５）の幅（１０）の方向において見たときにテー
パ形状断面（９）を有する、ことを特徴とする軸受カバー（３）。
【請求項２】
　突起（７）の幅（２４）及び／又は高さ（１１）は突起（７）の長さ全域に渡って変化
する、ことを特徴とする請求項１に記載の軸受カバー（３）。
【請求項３】
　少なくとも二つの突起（７）が個々の取付面（５）に備わり、断面が対向方向に傾斜し
て延びると共に相補的である、ことを特徴とする請求項１に記載の軸受カバー（３）。
【請求項４】
　突起（７）が三角形状断面（９）を有する、ことを特徴とする請求項１～３の何れか１
項に記載の軸受カバー（３）。
【請求項５】
　突起（７）は少なくとも部分的に丸みを有する、ことを特徴とする請求項１～４の何れ
か１項に記載の軸受カバー（３）。
【請求項６】
　丸みを有する領域は、０．０１ｍｍの下限と４ｍｍの上限の範囲から選択された半径を
有する、ことを特徴とする請求項５に記載の軸受カバー（３）。
【請求項７】
　一つ又は複数の突起（７）の少なくとも一つの側面（１５）であって、取付面（５）の
幅方向に延びる側面（１５）は、取付面（５）の方に向かって傾斜し、９０゜の下限と１
６０゜の上限の範囲から選択される傾き角（１４）を有する、ことを特徴とする請求項１
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～６の何れか１項に記載の軸受カバー（３）。
【請求項８】
　一つ又は複数の突起（７）は、二つの側面（１８）の少なくとも一つの領域に補正部分
（１９）を備える、ことを特徴とする請求項１～７の何れか１項に記載の軸受カバー（３
）。
【請求項９】
　補正部分（１９）が側面（１８）に切欠き（２１）又は凹みを備える、ことを特徴とす
る請求項８に記載の軸受カバー（３）。
【請求項１０】
　軸受カバー（３）と、軸受カバー（３）に対向する軸受ブロック（２）とを備えた軸受
装置（１）において、
　軸受カバー（３）が請求項１～９の何れか１項に記載の軸受カバー（３）である、こと
を特徴とする軸受装置（１）。
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